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自己紹介

〇 茨城県日立市生まれ

〇 大学・大学院は 地理学専攻（エスニック研究など）

〇 民間企業に勤務（営業職；８年間）

〇 高校教師に転職

- 2016年～ １校目（ 担任 ）

- 2021年～ ２校目
（ 年次主任 → 多文化共生推進委員長・外国人生徒支援相談員 ）

校内（校務分掌） 校内・校外
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石下紫峰高校とは

〇 茨城県 常総市 にある学校

〇 2009年に２つの高校の統合により開校

〇 全日制 普通科 単位制

〇 年次：160名
（40名×４クラス）

筑波山 →
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【補足】常総市の在留外国人

〇 人数 

〇 人口比

7,014人（県２位）

11.9%（県１位）

〇 主な国籍 ブラジル（32.3%）、フィリピン（21.0%）

（茨城県HPより引用、2024年６月末現在） -3-



外国人特例選抜の条件変更

2022年度入学生から外国人特例選抜の条件変更

〔特例枠〕

〔在日期間〕

〔入試方法〕

３名 → 40名

入国後３年以内 → 制限なし

３科目（国数英）＋面接

→ 約30％が外国籍等生徒

各クラスに10名以上在籍するクラス編成
-4-

〔補足〕県立高校は全校２名以上の

外国人特例選抜枠がある



外国籍等生徒について

外国籍等生徒（日本国籍ふくむ）

１年次 ２年次 ３年次 全体

全体 160 155 153 468

外国籍等 49 46 26 121

割合
30.6% 29.7% 17.0% 25.9%

外国籍
47 42 24 113

日本/二重 2 4 2 8

◆ 人数・割合
フィリピン

（３７名）

インド（４名） インドネシア（１名）

中国（４名） カザフスタン（１名）

アフガニスタン(３名) ナイジェリア（1名）

ネパール（３名） バングラデシュ（1名）

ガーナ（2名） ベトナム（1名）

タイ（2名）

◆ 国籍（計16国籍）

ブラジル
（２６名）

パキスタン
（１２名）

《その他》

スリランカ
（９名）

その他
（２３名）

ペルー
（６名）

この他、イラン、トルコの
二重国籍生徒あり

※データは2024年４月９日現在 -5-



外国人生徒支援コーディネーター

茨城NPOセンター・コモンズの手厚いサポート
〇 通訳・翻訳（入学者説明会、三者面談、個別指導など）

〇 学校生活や進路実現のためのサポート
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面談は多言語対応＆先行して日時を決定

【イメージ】

１ヶ月前２週間前 面
談
期
間

一般的なプロセス

言語ごとに申込
-7-
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集会では英語訳を投影
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お祈り場所の環境整備
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食事場所の環境整備

2024年７月５日（金）

茨城新聞 ６面
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茨城新聞で毎月１回 連載中（2024年７月～）

2024年７月19日（金）

茨城新聞 14面

出身地の料理（お弁当）や

国の紹介など
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事後活動

IBARAKIドリームパスAWARD で総合グランプリ（2022年度）

・ 茨城県知事表敬訪問

・ イオンや起業家の前で発表

・ NHKで紹介
-12-



国際教育弁論大会に登壇（2024年度）

出身 ： スリランカ

仏教で結ばれる２つの国

茨城県教育委員会教育長賞

出身 ： アフガニスタン

「平和」を知るために
～アフガニスタンからの願い～

奨 励 賞
-13-



本校の日本語指導について



外国籍等生徒むけの授業

日本語指導／

取出 or TT授業
（2024年４月現在）

日本語基礎、漢字研究 日本語発展

い ず

ＩＳ … 学び直しやキャリア教育

→ 取り出しによる日本語指導
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ＩＳの授業（１年次）

〔１～４組の教室〕
- 国語・数学・英語 の学び直し

- キャリアについての勉強

特別の教育課程？

〔日本語クラス（2014年度～）〕

- 日本語の勉強

- 外部の日本語講師も指導

-16-

教材の写真



日本語の授業

１年次 ： ＩＳ日本語 （週２回、計２時間、必修科目）

→『まるごと』を使用（2024年度より）

２年次 ： 日本語基礎 （週１回、計２時間、選択科目）

→『まるごと』を使用（2024年度より）

３年次 ： 日本語発展 （週１回、計２時間、選択科目）

→日本語で文章を書くことに重点をおいた授業

（志望理由等、進路に役立つ日本語指導）

2024年度～

2023年度～

2014年度～

特別の教育課程？
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取り出し授業：国語、社会、理科で実施

事例：理科『科学と人間生活』（１年次）

〇 １クラスを２展開

〇 外国籍等生徒の授業は、通常クラスの内容を70％くらい

にまとめて実施

英語やイラストで

丁寧に指導
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外国籍等生徒むけの補習

放課後や夏休みに日本語サポート（2024年度に実施）

〇 平日は外部の日本語講師の協力も得て日本語の課外

〇 定期考査前はテスト勉強をサポート

〇 夏休みは日本語の課外
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茨城県立高等学校における
外国籍生徒の対応について（私見）



県立高校の在籍外国人生徒数の推移

-21-

地域 （教育事業所管内設置校数） 2020 2021 2022

県北（11校） 11 11 9

水戸（25校１分校） 52 48 51

鹿行（10校） 25 29 26

県南（26校） 108 151 170

県西（23校） ←本校 244 266 322

県立高校 全体 440 505 578

（人）

※ 県立高校の所在地で地域別に集計



【参考】国外からの転入者が増加する茨城県

2025年２月17日（月）

茨城新聞 １面
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〇 2024年度に新設

〇 重点校２校にそれぞれ１名配置

〇 校内環境の整備、支援校訪問、

外部機関対応など

〔補足〕

重点校 ２校 （結城第一、石下紫峰）

支援校 ５校 （結城第二、坂東清風、筑波、茎崎、江戸崎総合）

「外国人生徒支援相談員」とは
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入学志願者数のデータから考えられること

令和７年度 茨城県立高等学校 第１学年

外国人特例選抜での入学志願者数

138名／30校 （令和７年度に入学志願者を募集する全日制・定時制 91校 ）

〔内訳〕

石下紫峰高校

結城第一高校

52名 （37.7%）

46名 （33.3%）

２校で

計 98名 （71.0%）

28校に

計 40名 （29.0%）※ 入学志願者数であり、合格者ではありません。

※ 共通選抜からも外国籍等生徒は志願しております。
茨城県教育委員会HPより作成



外国籍等生徒対応における茨城県の課題（私見）

- 外国人特例選抜を２校で40人枠に増加 → 全体最適

県の施策について

→ 現場にとってありがたい
- 重点校と支援校の連携

- 外部機関の支援増強

【今後の課題】

日本語レベルの低い外国籍が“新たに入学してくる学校”が増加

→ 増枠の人数や増枠の学校を増やす、中学校との連携強化、…

各学校で日本語指導を対応
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本校の日本語指導における課題

昨年度までの課題 今年度の動向 現在の課題

本校の一般教員のみで
指導（日本語講師なし）

外部講師（JICE）が
一部指導

日本語講師が不足

日本語指導の正採用教師
が必要

決まった教材がない
（属人的な指導）

１年次と２年次で、 

テキスト『まるごと』
シリーズを使用開始

日本語指導の計画作成中

日本語指導教材が高額

日本語レベルが低い 
生徒の増加に対応しき
れていない

１年次のIS日本語は

42名が受講

（３年前は15名程度）

来年度以降も同数程度と
予想（ダイレクト入学生
も増加予定）
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日本語学習のテキストを用いた

プログラム例（案）

～ 各学校がゼロから日本語指導を開始しないために ～



本プログラム例（案）の位置づけ

- これから日本語指導が必要な学校／開始したばかりの学校

- 日本語指導専門の教員が不在／外部講師に依頼する学校

お役にたてそうな学校

- ひらがなやカタカナを完璧に習得できておらず、日常会話

の日本語もあまり理解できていないレベルで入学した生徒

対象生徒：１年次 タイプA（滞日：数か月～１年程度）
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プログラム例（案）のタイプ
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指導計画（シラバス）の指導目標

① 学校生活や社会生活で必要な語彙を身につけ、最低限の
ルールやマナーを理解することができる。

② 自分の意見や感情を日本語で話したり書いたりすること
ができる
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知識・技能
（日本語の知識・技能）

思考・表現・判断力
（日本語でどのような

認知活動をするか）

学びに向かう態度
（日本語学習への動機付け・

自律性・自己調整力）

学校生活や社会生活で必 自分の意見や感情を日本 日本語でのコミュニケー
要な語彙を身につけ、最 語で話したり書いたりす ションを積極的に行うと
低限のルールやマナーを ることができる。 ともに、自らの課題を見
理解することができる。 つけ、その解決に取り組

むことができる。



日本語学習で採用したテキスト

『まるごと 日本のことばと文化』入門 A1 りかい
（独立行政法人国際交流基金編著 三修社）

茨城県内で先駆的にテキストを採用していた学校と同じものを採用

（引用）独立行政法人国際交流基金 日本語国際センター『まるごと』HPより -31-

教材の写真 教材の写真



シラバスの全体像
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１～４ プレイスメントテスト（→クラス分け）

５～34 『まるごと』を使用した授業

35～44 インターンシップ

45～54 『まるごと』を使用した授業

55～66 ライフプラン発表会（将来の夢の発表会）

67～70 プレイスメントテスト（再）…伸びを測る       

１年間の振り返り、次年度に向けた目標づくり



『まるごと』を使用した授業のイメージ

１日の授業の流れ
〔 ５分〕

〔35分〕

〔10分〕

前回の復習

『まるごと』を使用した学習

作文

（または文章の音読）
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教材の写真



『まるごと』を使用した授業のイメージ

パワーポイントを

使用して反復
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『まるごと』を使用した授業のイメージ

文法
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教材の写真

教科書の見開きページ

音読

語彙

聞き取り



『まるごと』を使用した授業のイメージ

（引用）独立行政法人国際交流基金 日本語国際センター『まるごと』HPより -36-

HP写真

PCや電子黒板から

簡単に音声を再生



『まるごと』を使用した授業のイメージ

作文

授業の最後に数行の

文章を書かせる

→ 添削（日本語、ひらがな→漢字）
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教科書の写真

作文



インターンシップ

事前：自己紹介カード 事後：感想文を書く
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ライフプラン発表会（将来の夢を発表）

全生徒が各HRで発表 → 選抜者は市民ホールで発表
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ある女子生徒（来日１年、フィリピンから）のスライド
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ある女子生徒（来日１年、フィリピンから）のスライド

～ このスライドができるまで ～

(1) 英語で文章を作成

(2) 翻訳アプリで日本語に変換

(3) ローマ字で発表原稿を作成

↑生徒の発表スライド

↑本人のメモ

他の外国籍等生徒も、ICTの活用、担任が文章作成、…

→ 発表は良い経験だが、日本語学習の効果は弱い
-41-



ある女子生徒（来日１年、フィリピンから）のスライド

『まるごと』 第18課

「 ～ たい です。」

『まるごと』 第18課

「～。そして、～。」

私はキャビンアテンダントになりたいです。

そして、お客さまの旅行のお手伝いがしたいです。
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本プログラム例（案）の効果 ～校内～

〇 テキストを使用することで教員の負担が軽減

〇 外部講師への依頼がスムーズ

〇 テキストを教えることを目的とせず、
外部講師に任せっきりにするのでもなく、
学習した内容を学校生活で活用する意識を持たせる
ことで生徒の学習意識が向上

（プロジェクトDを少しでも取り入れる）
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本プログラム例（案）の効果 ～学校間～

〇 学校間の情報共有がスムーズ

〇 新たに日本語指導を開始する
学校の負担軽減

通常授業での教え方、

学校行事等での活用方法などを

学校間で共有・蓄積していく
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さいごに

プログラムD のみでの授業実践は理想だが、

経験の浅い日本語指導者では指導が難しく、

実施したとしても属人的になりがち

加えて、外部講師にも依頼しづらい

市販のテキストを軸とした効果的な指導方法、

どこの学校でも教えられるプログラム開発に努めたい

・・
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ご清聴ありがとうございました

（ご意見やご質問など、お気軽にご連絡ください）
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